
一般国道10号 大峡交差点改良（平成28年度完成）
お お か い

交通安全対策

概 要

当該箇所は、国道10号と市道大峡・村中線が交差する交差点で、ＪＲ日豊本線の踏切が近く、国道10号
と踏切の間に滞留スペースがないため、無理な進入による事故が発生していました。

そのため、交通事故対策の施策「事故ゼロプラン 」の事故危険区間に位置づけ、平成２６年度から事業
を実施し、平成２８年度に完成しました。
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※

※「事故ゼロプラン」とは、交通事故が多発する特定の区間等に対して、集中的・重
点的に交通事故対策を実施することで、交通事故撲滅を目指す取り組みです。

※


